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１． 当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動があったものの、政府

の経済対策による内需の下支え等に加え、雇用・所得環境にも改善の傾向がみられ、緩やかな回復基調となりましたが、

原油価格の上昇や新興国の経済成長の鈍化など、依然として先行き不透明な状況が続いております。 

当社グループの中核事業である水産物卸売事業におきましては、卸売市場経由率の低下に伴う取扱数量の減少に加え、

近年顕在化している魚離れの問題等もあり、依然厳しい経営環境が続いております。 

このような状況の下、当社グループは、平成26年度から平成28年度まで３ヵ年の中期経営計画「ＭＭプラン３rd Stage」

を策定し、丸魚グループ全体の営業力の底上げ、販売力の強化を図り、神奈川エリアのネットワークを再構築するととも

に地域のシェアアップを実現すべく、グループ一丸となって取り組んでまいりました。 

その結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は 12,825 百万円と前第１四半期連結累計期間に比べ 711 百万円（△

5.3％）の減収となりましたが、経費削減に努めた結果、営業損失は40百万円と前第１四半期連結累計期間に比べ７百万

円（前年同期 営業損失 47 百万円）の改善となり、また、経常利益は74百万円（前年同期比13.0％増）、四半期純利益

は62百万円（前年同期比18.6％減）となりました。 

 

セグメントの業績は、次のとおりであります。 

（水産物卸売事業） 

売上高は10,323百万円と前第１四半期連結累計期間に比べ769百万円（△6.9％）の減収となりましたが、営業損失

は22百万円と前第１四半期連結累計期間に比べ26百万円（前年同期 営業損失48百万円）の改善となりました。 

（水産物販売事業） 

売上高は2,441百万円と前第１四半期連結累計期間に比べ66百万円（2.8％）の増収となりましたが、営業損失は26

百万円と前第１四半期連結累計期間に比べ15百万円（前年同期 営業損失10百万円）の増加となりました。 

（不動産等賃貸事業） 

売上高は７百万円と前第１四半期連結累計期間に比べ０百万円（△0.0％）の減収となりましたが、営業利益は７百万

円と前第１四半期連結累計期間に比べ０百万円（15.9％）の増益となりました。 

（運送事業） 

売上高は54百万円と前第１四半期連結累計期間に比べ９百万円（△14.4％）の減収となり、営業利益も１百万円と前

第１四半期連結累計期間に比べ４百万円（△72.8％）の減益となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、18,023 百万円と前連結会計年度末に比べ665 百万円増加しました。こ

の主な要因は、投資有価証券の時価評価等による増加740百万円によるものであります。 

負債は、6,307 百万円と前連結会計年度末に比べ 197 百万円増加しました。この主な要因は、長期繰延税金負債の増加

263百万円によるものであります。 

純資産は、11,716 百万円と前連結会計年度末に比べ467 百万円増加しました。この主な要因は、その他有価証券評価差

額金の増加477百万円によるものであります。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

業績予想につきましては、平成 26 年５月 19 日に公表いたしました数値から変更はございません。なお、今回発表の１

株当たり予想当期純利益の計算は、当第１四半期連結会計期間末の期中平均株式数によっております。 
 

２． サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

該当事項はありません。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成26年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,861 2,718 

受取手形及び売掛金 3,942 3,833 

有価証券 11 11 

商品及び製品 1,049 1,216 

その他 41 79 

貸倒引当金 △483 △489 

流動資産合計 7,423 7,368 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 987 977 

土地 771 771 

リース資産（純額） 59 70 

建設仮勘定 12 12 

その他（純額） 65 60 

有形固定資産合計 1,895 1,891 

無形固定資産    

ソフトウエア 133 119 

その他 10 10 

無形固定資産合計 144 130 

投資その他の資産    

投資有価証券 7,802 8,543 

長期貸付金 9 9 

破産更生債権等 529 521 

その他 68 66 

貸倒引当金 △513 △507 

投資その他の資産合計 7,896 8,633 

固定資産合計 9,935 10,655 

資産合計 17,358 18,023 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成26年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 2,775 2,669 

未払法人税等 29 12 

引当金 59 12 

その他 278 384 

流動負債合計 3,143 3,078 

固定負債    

役員退職慰労引当金 150 － 

退職給付に係る負債 691 686 

資産除去債務 30 30 

長期未払金 － 147 

繰延税金負債 1,802 2,066 

その他 292 298 

固定負債合計 2,966 3,229 

負債合計 6,110 6,307 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,541 1,541 

資本剰余金 376 376 

利益剰余金 6,241 6,233 

自己株式 △102 △103 

株主資本合計 8,058 8,048 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 3,186 3,664 

その他の包括利益累計額合計 3,186 3,664 

少数株主持分 3 3 

純資産合計 11,248 11,716 

負債純資産合計 17,358 18,023 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年６月30日) 

売上高 13,537 12,825 

売上原価 12,641 11,972 

売上総利益 896 853 

販売費及び一般管理費 944 894 

営業損失（△） △47 △40 

営業外収益    

受取利息 4 3 

受取配当金 98 106 

その他 11 5 

営業外収益合計 114 115 

営業外費用    

支払利息 0 0 

その他 0 0 

営業外費用合計 0 0 

経常利益 66 74 

特別利益    

固定資産売却益 0 － 

投資有価証券売却益 12 0 

その他 1 － 

特別利益合計 13 0 

特別損失    

固定資産除却損 － 0 

特別損失合計 － 0 

税金等調整前四半期純利益 79 75 

法人税、住民税及び事業税 6 13 

法人税等調整額 0 △0 

法人税等合計 6 13 

少数株主損益調整前四半期純利益 73 61 

少数株主損失（△） △3 △0 

四半期純利益 76 62 

 

（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 73 61 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △279 477 

その他の包括利益合計 △279 477 

四半期包括利益 △205 539 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △202 540 

少数株主に係る四半期包括利益 △3 △0 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

  （継続企業の前提に関する注記） 

   該当事項はありません。 

 

  （株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

   該当事項はありません。 

 

  （セグメント情報等） 

セグメント情報 

    Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年６月30日） 

     １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

         （単位：百万円） 

 
 
 

報告セグメント 

調整額 

（注１） 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

（注２） 

水産物 

卸売事業 

水産物 

販売事業 

不動産等 

賃貸事業 
運送事業 計 

売上高        

(1)外部顧客への売上高 11,092 2,375 7 63 13,537 － 13,537 

(2)セグメント間の内部売上

高又は振替高  
770 70 15 29 886 △886 － 

計 11,863 2,445 22 92 14,424 △886 13,537 

セグメント利益又は損失

（△） 
△48 △10 6 5 △47 0 △47 

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額０百万円は、棚卸資産の未実現利益０百万円であります。 

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 

 
    Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年６月30日） 

     １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

         （単位：百万円） 

 
 
 

報告セグメント 

調整額 

（注１） 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

（注２） 

水産物 

卸売事業 

水産物 

販売事業 

不動産等 

賃貸事業 
運送事業 計 

売上高        

(1)外部顧客への売上高 10,323 2,441 7 54 12,825 － 12,825 

(2)セグメント間の内部売上

高又は振替高  
814 47 15 28 905 △905 － 

計 11,137 2,488 22 82 13,731 △905 12,825 

セグメント利益又は損失

（△） 
△22 △26 7 1 △39 △0 △40 

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△０百万円は、棚卸資産の未実現利益△０百万円であります。 

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 
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